
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
六
回

論
文
集



生田滋氏

郡愛蓮氏

呉元豊氏

上里 賢一氏
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楊永占氏

安里嗣淳氏

胡忠 良 氏 李国栄氏 朱淑媛氏
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し
た
。
こ
れ
は
沖
縄
側
の

津
嘉
山
朝
祥

「
第
六
回
琉
球
・
中
国
交
渉
史
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
ご

我
が
沖
縄
県
は
、
地
理
的
に
は
海
を
隔
て
て
中
国
を
臨
み
、
歴
史
的
に
は

一
三
七
二
年
に
琉
球
国
中
山
王
察
度
が
明
・
洪
武
帝
の
招

諭
を
受
け
入
れ
て
中
国
に
進
貢
し
て
か
ら
一
八
七
九
年
の
廃
藩
置
県
に
至
る
ま
で
、

お
よ
そ
五
百
年
に
お
よ
ぶ
国
家
間
の
正
式
交
流
の

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
間
、
琉
球
は
中
国
と
の
冊
封
・
進
貢
関
係
を
通
し
て
、
中
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
の
影
響
を
受
け
て
き
た

さ
て
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
と
中
国
第

一
歴
史
橿
案
館
と
の
交
流
事
業
は

一
九
九

一
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て
以
来
、
十
一
年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
こ
の
交
流
事
業
に
関
わ
っ
た
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
、
沖
縄
県
那
覇
市
と
北
京
、

業
十
周
年
を
記
念
し
て
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
本
日
の
第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
こ
の
交
流
事
業
の
―
つ
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
に
五
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
中
琉
交
渉
史
の
研
究
内
容
を
豊
富
に
し
て
ま
い
り
ま

口歴
代
宝
案
』
校
訂
本
・
訳
注
本
、
中
国
側
の

四
編
』
『
清
代
琉
球
国
王
表
奏
文
書
選
録
』

こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
申
し
あ
げ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
交
流
事

『清
代
中
琉
関
係
橿
案
選
編
j

『同
続
編
』
「
同
三
編
』
『
同

の
刊
行
と
も
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
同
時
に
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
刊
行
物

沖
縄
県
教
育
委
員
会
教
育
長

第
六
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て

(4) 



し
上
げ
、
開
催
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

り
ま
す
。

の
成
果
は
、
今
後
、
日
本

・
中
国
ひ
い
て
は
東
ア
ジ
ア
交
渉
史
の
研
究
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
は
日
本
側
か
ら
十

一
人
が
参
加
し
て
、
大
東
文
化
大
学
の
生
田
滋
教
授
、
琉
球
大
学
の
上
里
賢

一
教
授
と
（
財
）
沖
縄
県
文
化

振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
の
安
里
嗣
淳
室
長
の
三
人
が
発
表
を
行
い
ま
す
。
ま
た
中
国
側
か
ら
は
都
愛
蓮
副
館
長
を
は
じ

め
、
呉
元
豊
氏
、
楊
永
占
女
史
、
胡
忠
良
氏
、
李
国
栄
氏
、
朱
淑
媛
女
史
の
六
名
の
研
究
発
表
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
も

琉
球

・
中
国
交
流
史
の
各
方
面
か
ら
研
究
発
表
が
な
さ
れ
、

そ
の
成
果
が
私
た
ち
の
前
に
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
お

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
日
、
研
究
発
表
を
な
さ
れ
る
先
生
方
、

な
ら
び
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
皆
様
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
ま
た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
諸
準
備
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
事
務
当
局
に
対
し
て
も
厚
く
お
礼
を
申

(5) 


